
 

 

第１回東京都名誉都民選考委員会議事要旨 

 

日  時 令和元年５月２０日（月）  １５：２６～１６：０２ 

場  所 東京都庁第一本庁舎７階 中会議室 

出 席 者 

委 員） 残間里江子委員、瀬古利彦委員、日枝久委員（座長）、 

増子ひろき委員、東村邦浩委員、中屋文孝委員、猪熊純子副知事 

事務局）浜佳葉子生活文化局長、根本浩志総務部長、古屋留美文化振興部長、 

石岡由江文化事業課長   計１１名   

欠 席 者 荒俣宏委員、谷村新司委員、坂東眞理子委員、毛利衛委員 

議  題 
１．東京都名誉都民制度と候補者の選考方法について 

２．候補者について 

配布資料 東京都名誉都民選考委員会委員名簿 他非公開 

要  旨 

（１）委員紹介、座長の選出 

   委員紹介ののち、出席委員の互選により日枝久委員を座長に選出 

（２）議題１「東京都名誉都民制度と候補者の選考方法」について 

事務局 東京都名誉都民制度と候補者の選考方法（案）について説明 

座長  選考方法（案）について、各委員へ意見を求めた。 

この結果、選考方法（案）に基づき、選考を行うこととなった。  

（３）議題２「候補者」について 

事務局 候補者一覧に基づき説明 

委員  その道を生涯かけてきわめられた技芸分野の方にスポットをあてたい。 

80 歳を超えてもなお活躍されている方を選びたい。 

委員  年長の方になりがちであるが、元号も新しくなったこともあり、若い世代との 

橋渡し役としての若手でも良いと思う。 

委員  オリンピック・パラリンピックが近づいていることもあり、スポーツ分野から 

推薦したい。 

委員  ご高齢の方や女性に目を向け推薦したい。 

委員  名誉都民の制度を都民に知ってもらうためにも、知名度のある芸能分野の人を 

推薦するのも良いと思う。 

座長  候補者は、第２回東京都名誉都民選考委員会で審議の上、選考する。 

 

以上 

 


